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豊橋ブレックファーストクラブ（TBC）



豊橋ブレックファーストクラブ（TBC）
2009年5月に活動を開始。税理士で中小企業診断士の人が主催しているの
で士業が多いが、最近はサラリーマンの参加も。

（東京の赤坂で日立の会社員の柴田さんがやっているABCを参考に。）

4月～11月の毎週水曜日朝7時から約1時間

（12月～3月は月1回）

費用：年会費1,000円、他飲食代は各自負担

内容：7時から10分くらいで1人発表。テーマは自分が他の

メンバーに知ってもらいたい、自分の分野のものなら

なんでもOK。



豊橋ブレックファーストクラブ（TBC）

・ゆるいつながり

・素敵な偶然の出会い（セレンディピティ）

誰でも参加できるし、来れないときは別に休みの連絡もなくていい。

長く休んでいてもいつでもふらっと朝7時にいつもの場所に来れば
参加できるゆるさ。



BNI(Business Network International)



BNI(Business Network International)
1985年に設立された。

1つの専門分野に対して1名のみの加入を条件にしているので、

異業種交流主体で同業の集まりにはならない。

（しかし、専門分野の名前を工夫して会員にはしている）

組織力維持のために参加の強制力が非常に強い。

豊橋には「ええじゃないか」チャプターと「手筒」チャプターの二つが
活動をしている。

名古屋では「金シャチ」「MAX」「匠」などたくさんある。

豊田にも「青春わくわく」「おいでん」「インディゴ」などあるらしい。



BNI(Business Network International)

費用（ええじゃなかチャプターの例）

入会金2万円+年会費10万円+朝食代別途

内容：基本はリファーラルという紹介制度がメイン。

お互いにお客さんを紹介しあうことで自分の仕事の

売上げに直結している模様（BtoCの経営者でなけ

れば期待する効果は薄そう）。

例会は週一回で朝6：30～9時くらいまで。

欠席は回数が限られていて、超えると退会となるらしい。



朝活ネットワーク名古屋

ここは、場所をカフェではなく、
コワーキングスペースを利用して
いる



そもそもなぜ朝？

朝は忙しい ← 早く起きれば解決し、仕事の前に

イベントがあることは少ない。

夜はイベントごと多くて調整が大変。

ついつい始動がゆっくりになってしまいがちな自営業の方や士業
の方は、週一回の早起きがメリハリになっているともいいます。



コワーキングスペースで開催されるもの

コワーキングスペースとは

Coworkingは事務所スペースなどを共有しながらそれぞれ独立
した仕事を行う働き方で、その場所を提供しているのがコワーキ
ングスペース。Web系、デザイン系など特色がある場合も。思わ
ぬコラボとかが期待されるが、なかなか難しいようである。

貸しセミナールームを持っているところで積極的にセミナー開催
をしているところがある。



コワーキングスペースで開催されるもの



コワーキングスペースで開催されるもの



過去に見る勉強会
松下村塾

江戸末期の私塾。吉田松陰が短い時期指導した中から明治維新に関わる多くの人材を

輩出したことで知られる。

慶応義塾

1858年に福沢諭吉が開いた蘭学塾が起源。「一身の独立なくして一国の独立なし」と論じ、

独立自尊という塾訓とした。

松下政経塾

1979年に松下幸之助によって設立された政治塾。

盛和塾

1983年に京セラ創業者 稲盛和夫が、人としての生き方「人生哲学」と経営者としての心の

持ち方「経営哲学」を学ぼうと1983年に立ち上がった自主勉強会に端を発す。

希望の塾（小池百合子政経塾）

「東京大改革を目指して都政を学ぶ。」という趣旨で設立。



世間の学びの意識



人生にプラスアルファの魔法を！！

ナポレオン・ヒルの哲学

「Going The Extra Mile」プラスアルファの努力

人生をより良くしようとしたら、プラスアルファが必要。

自発的に学び、他の人より半歩でも先にでることで

自分の人生に責任が持てるようにしよう。

（与えられるばかりでは人に支配されているのと

同じこと。なぜ与えられているか考えると・・・）


